
- 1 -

地方創生・しがブランド推進対策特別委員会 

 

１ 開 催 日 時  令和元年 11 月 11 日（月） ９時 59 分～11 時 20 分 

 

２ 開 催 場 所  第二委員会室 

 

３ 説  明  員  総合企画部長および関係職員 

 

４ 議 事 の 概 要        

（１）次期総合戦略基本政策２ 多様な人材の活躍について 

 委員からは、外国人の雇用に際し、企業側はコストの抑制ではなく、キャリアを

活かすという意識を持つことが必要であり、県としてもキャリアの面で丁寧なマッ

チングを行っていくことが重要である、女性の就労をさらに促進していくため、待

機児童の解消に向けた保育士の確保にしっかりと取り組む必要がある、などの意見

が出された。 

 

（２）次期総合戦略の素案について 

委員からは、人口は減少しているものの、外国人人口の増加などバス利用の潜在 

的な需要はあると考えられるので、バスの運転手が不足する中、自動運転の導入に 

向けた取り組みを早期に進められたい、経済的負担がネックで子供をたくさん持た 

ない人が多いので、幼児教育・保育の無償化の実態も十分に把握しながら、経済的 

負担の軽減を図る施策を考えていく必要がある、などの意見が出された。 

 

 

 

委員会に配付された資料 

１  基本政策２ 多様な人材の活躍 

２  人口減少を見据え、未来へと幸せが続く滋賀（仮）総合戦略 素案 


